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　今年の年始は天候に恵まれ、三が日を過ぎても青空で久しぶ

りに気持ちが良かった。例年通り初詣に出かけたが、天候が良

いので参拝客も多く、修復された宮島大鳥居も待っていたかの

ようだった。外国の人も見受けられたがマスクを掛けたり掛け

なかったりまちまちだ。 連日、宮島口付近は車や人が多く、駐

車場を探す車、空き待ちの車なども多く、国道２号線は動きが

取れない状況だったが、地元の人たちはいつもの事なので、そ

れぞれ抜け道を知っていてさほど苦労はしてないようだ。 この

まま活気が戻り、経済がうさぎ年にあやかってピョンピョン上

向きになることを祈るばかりだ。

【活気が戻った初詣】 宮島厳島神社令和５年新年互礼会
　年頭の挨拶	
　　広島県印刷工業組合　　 理事長　中本 俊之

　来賓挨拶	 	 	
　　自民党総裁 岸田文雄様　代理　細川 清貴 様
　　中国経済産業局　　　　局長　青木 朋人 様
　　広島県知事	 	 　　　　湯﨑 英彦 様
　　広島市長	 	 　　　　　松井 一實 様
　　広島県議会議員(県工組顧問)	  　山木　 茂 様

2023第48回 備後印刷産業新年互礼会

福山支部だより

2023全日本印刷文化典広島大会委員会打合せ

事務局だより	  
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　広島県印刷工業組合主催・印刷関連団体共催による
令和５年新年互礼会が「今年こそ、真っ赤に燃やせ！
印刷魂」をスローガンに１月５日 ( 水 ) 午後６時から
リーガロイヤルホテル広島で、ご来賓、組合員、関係
団体より 172 名が出席し盛大に開催された。前回開催
より３名の減となった。なお、ステージの上の横断幕
はいよいよ 10 月に迫ってきた全日本印刷文化典広島
大会を絶対成功させるとの気合を込めてのキャッチフ
レーズを掲げ、始動しますよと意識の醸成を図った。
新型コロナの感染者は第８波により数値はここ最近増
減が激しく動いており、テーブル席も通常 10 ～ 11 名
を昨年同様に５～６名に設定した。
　司会はおなじみの明るく爽やか、そして絶妙なトー
クの北山美砂子さん。まず参加者全員の国歌「君が代」
斉唱でなく声を出さずに心で歌い開会した。
　はじめに、広島県印刷工業組合中本俊之理事長より
新年のあいさつ。つづいて、来賓を代表して自由民主
党総裁 衆議院議員 岸田文雄様の代理 秘書 細川清貴
様、中国経済産業局長 青木朋人様、広島県知事 湯﨑
英彦様、広島市長 松井一實様から祝辞をいただいた。
そして、県工組の顧問である広島県議会議員の山木茂

様に乾杯のご発声をいただき、祝宴開始。
　しかし、今年も昨年同様に、コロナ禍での宴会マナー
の説明、そして、当印刷工業組合の「もったいない」
という気持ちを持って、「残さず おいしく食べきろ
う！」を合言葉に、広島市が推奨している「3010( さ
んまるいちまる ) 運動」の説明をしてやっと開始。
　宴たけなわのころ、恒例の福引が担当の県工組青年
部メンバーの進行により行われた。密を警戒して司会
者が商品を紹介し、壇上で青年部の高山さんが参加者
の氏名が記入してある抽選箱から１枚ずつ引き、名前
を発表、当選者がおられる席に賞品を青年部の皆さん
が届けるという仕組みで行われた。最後の１等賞２本
は中本理事長が引き、一つ目の“コードレスレッグリ
フレ”は当田印刷㈱の当田佳代様に、二つ目の“オゾ
ン除菌消臭器”は㈱ユニックス広島の山谷一郎氏に当っ
た。当選者は、「これで今年は良いことがありそうです」
と喜びを語られた。
　最後は、中国印刷機材協議会の秋田勉理事長が、め
でたく三本締めをされ互礼会は幕を閉じた。

令和５年　新年互礼会
～ コロナ禍の中、172 名の参加で開催 ～

宴会時の食べ残しを減らす運動です。これは、SDGs に繋がります。
乾杯後 30分間と終了前 10分間は自分の席で料理を楽しむ。残さ
ない。

※ 「3010( さんまるいちまる ) 運動」とは
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　明けましておめでとうございます。皆様におかれま
しては健やかに新年をお迎えになられましたことを心
よりお慶び申し上げます。旧年中は組合運営に特別の
ご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。本年も
昨年と同様、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。
　さて、コロナ禍での生活が３年経ち、今年４年目と
なりました。昨年１月の新年互例会は蔓延防止等重点
措置が発令させる直前の開催となり、バタバタしたこ
とを思い出します。そして、２月にはロシアがウクラ
イナに侵攻し世界が震撼いたしました。戦争と円安で
印刷の諸資材や電気代・ガス代等、あらゆるものが値
上がりし、印刷費用 10％、20％値上げをしても材料費
の値上がり分を補うことができていないのが現状です。
　印刷業界はこのコロナによる需要の急減とデジタル
化の急速な進展による構造的な変化が起きておりま
す。特にこのコロナ禍で、印刷市場が２割縮小してし
まいました。また、コロナの感染がある程度収まった
としても需要が以前のように回復しないと言われてい
ます。そうした中、我々組合としてどのように対応し
ていくか考えて行かなければなりません。
　私たち印刷産業はコンテンツ制作とその器となるメ
ディアの両方を作ることができ、それに付帯する様々
なサービスを付加することができる産業です。自社の
強みを活かしてお客様の課題を発見し、それに柔軟に
対応していく。自社の強みとは以外なところにあるも
のです。普段何気なくこなしていることが、実はすご
いことだったりしています。得意分野に資源を集中し、
その他の分野は仲間に任せる、提携をする。まさに仲
間を信じることだと思います。全印工連のＤＸ - ＰＬ
ＡＴは様々な業態の会社がグループを作り、自社の強
みを活かしてお互いを伸ばしていこうというもので
す。でも、そのＤＸ - ＰＬＡＴはいまこの広島ＤＸで

トライアルを重ねておりますが、まだまだ時間がかか
りそうです。このシステムで受発注や工場の自動化が
可能になることはよいことですが、このシステムを通
じて我々の仲間を知り、そしてその仲間を信じること
こそがポストコロナ時代に我々がするべきことではな
いでしょうか。広島県工組としても今まで以上に連携
をし、お互いの強みを尊重し合いながら共存できる関
係づくりを目指していこうと思います。
　次に、今年 10 月に開催します「全日本印刷文化典
広島大会」です。一昨年、長野大会が中止、昨年、広
島大会が延期となり、前回の高知大会から実に５年ぶ
りの開催です。広島大会の特徴は「印刷産業夢メッセ」
と同時開催することで、我々はこの２つの催しを成功
に導くという大役を果たさなければなりません。身の
引き締まる思いではありますが、純粋に楽しむことも
忘れずに、広島に集う我々の仲間と、そういった機会
を有意義な場にしようと思います。今年の広島県工組
のテーマは「今年こそ、真っ赤に燃やせ！印刷魂」と
しました。これは広島大会のキャッチフレーズです。
今印刷業界は厳しい状況ではありますが、下を向かず
に強い力で未来を切り開こうというメッセージです。
「今年こそ」という言葉は今年こそ全国大会を開催
し、無事に成功させようという意気込みと、今まで様々
な事情で実現できなかった夢を今年こそ叶えようとい
う意味を込めております。広島に集まってくださる多
くの仲間を、我々みんなでおもてなしの心でお迎えを
しましょう。ぜひともご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　最後になりましたが、2023 年が皆様にとって良い
年となりますことを祈念いたしまして新年の挨拶とさ
せていただきます。ありがとうございました。

すべてはお客様の
「笑顔」のために
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毎週ブログ更新中

 「今年こそ、真っ赤に燃やせ！
　　　　　　　　　　　印刷魂」　
　　　　　　　　

　　　　広島県印刷工業組合　　　　　
　　　　理事長　中　本　俊　之

年頭の挨拶
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　令和５年の新しい年を、広島県印刷工業組合関連の
皆様が健やかにお迎えられましたこと、心からお慶び
申し上げます。
　岸田政権が発足したのは令和３年 10 月。おかげさ
まで２回目の新年を迎えることができました。
　昨年は、新型コロナウイルスや、北朝鮮によるミサイ
ル発射、またロシアによるウクライナ侵略など、世界中
で時代を画する出来事が続いた激動の一年となりました。
　今年はこれらの困難を乗り越え、国民の生命と暮ら

　新年明けましておめでとうございます。
　さて、新型コロナですが一時期と比べてウイズコロ
ナ、それからポストコロナに向けて少しずつ経済が動
き始め、観光地などの人が少しずつ増えている状況です。
　昨年は新型コロナに加えウクライナ侵攻ですとか、
原油価格その他の価格の高騰、それから物価高と様々
な困難があった年でした。本年は皆様のお力を持って
ぜひ明るい年にしたいと考えております。経済産業省、
中国産業局も事業者の皆様にご支援をしたいと思って
おります。昨年秋ですが、総合経済対策、そして補正
予算を計上しております。資金繰り対策でありますと
か事業再構築補助金でありますとかそういうメニュー
を揃えて中小企業対策だけでも１兆円を超える予算で
す。私ども、皆さんにそれをしっかりお届けするとい
うことが使命だと考えております。
　物価高もあります。物価高はやはり所得の向上、賃
金の上昇が伴わないとよろしくないということで、特
に中小企業の方々の賃金の上昇、そのためのコスト分
の価格転嫁、適正な取引、こういったことが今まさに
極めて重要になります。経済産業省もしっかりと取り
組みを進めてまいりたいと思っておりますのでよろし
くお願い申し上げます。
　今年はサミットが５月にありますが、その後、2025
年は大阪関西万博があります。これも２年ぐらいしか
ありませんが、「持続可能な未来社会」というのを提案、
提出するということもありますので、いま 3800 万人

しを守る。自由と民主主義を守り、世界の平和と安定
を維持強化して、社会的経済の更なる発展を実現する。
政治の責務として、こうしたあるべき姿に向けて、力
強く政策を進めていかなければなりません。
　また、今年はＧ７広島サミットが、この広島にて開
催されます。広島の地から、核兵器の惨禍を二度と起
こさない、武力侵略は断固として拒否する。との力強
いコミットメントを、世界中に示す為にも是非、皆さ
まにもＧ７広島サミットにご協力を賜り大切なサミッ
トを成功に導いてください。
　新しい時代を皆さんとともに歩んで参りたいと存じ
ます。引き続きのご指導をお願い申し上げます。
　今年一年が皆さまにとって良き年となりますよう、
ご健康とご健勝をお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさ
せて頂きます。本日は誠におめでとうございます。

ぐらい大阪に来ると言われていますが、万博協会では
それにプラスワントリップと言いまして、単に大阪だ
けが未来社会を提案するわけではないので、例えば広
島に来ていただいて広島流の未来社会を提出する、そ
ういった魅力を提案するという機会になればいいなと
思っており、私ども経済産業局もそれを応援している
ところです。こういったサミットや万博など大きなイ
ベント、そこには情報伝達広告などの情報伝達が非常
に重要です。まさに皆さんの出番ではないかなと思っ
ております。ネットでありますとか紙媒体以外にいろ
んな媒体がありますが、皆さんのような高度な技術に
裏付けされた印刷、それからそれによる情報伝達とい
うのは非常に重要であると考えております。地域の経
済、そして日本経済をけん引していただくのは皆様の
ような地域で頑張っておられる事業者であると思って
おります。とりわけ印刷産業というのは長い歴史の中
で情報伝達、情報を伝えるということで非常に重要な
役割をこれまで担っておられました。更なるチャレン
ジをぜひとも行っていただいて地域をけん引していた
だくようなそういった取り組みをしていただいて、私
ども経済産業局もしっかりそれを支えさせていただけ
ればと考えております。
　結びになりますけれども、広島県印刷工業組合様の
今後のますますのご発展とこちらにいらっしゃる皆様
のご健勝、ご活躍、それから本年が皆様にとって飛躍
の年となるようご祈念を申しあげまして、私からの新
年の挨拶とか
えさせていた
だきます。本
年もよろしく
お願いいたし
ます。

　自由民主党総裁　　　
　衆 議 院 議 員　岸田　文雄 様
　　　　　 代理秘書　細川　清貴 様
　

困難を乗り越え、
　　国民の生命と安全を求める !!

　　中国経済産業局
　　　　   局  長　青木　朋人 様

コロナに負けず
　　　　更なるチャレンジを !
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　皆さま、明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナ、ちょうどお正月に急拡大しまし
て、１月２日から私も出勤して対応に当たりました。
それを１年の間に繰り返すこととなったわけですが、
ウクライナ侵攻や円安など、またそれらに伴う物価高
といったような非常に県民経済に大きな影響を与える
ことが数多くございました。引き続きこういった足元
の課題にしっかりと対応しながら、地域共生社会の実
現であるとか、あるいは激甚化、頻発化するような気
象災害などの対応、また社会的基盤の強化、それから
ウイズコロナ、アフターコロナを見据えた社会経済の
発展的回復などに本年度はしっかりと取り組む必要が
あると考えています。
　それから G ７サミット、５月 19 日から３日間の日
程で開催されます。人類史上初の原子爆弾による破壊か
らの復興、そして平和による繁栄を成しどけた広島にお
きまして、G ７各国のリーダーが集まって平和について、
あるいは気候変動などについて議論をするということは
大変に意義深いことだと思いますし、広島という場の意
味とサミットのテーマが結び付くといったサミットはこ
れまでなかったものでありますので、県民の皆さんにも

　皆さま方、明けましておめでとうございます。
　広島県印刷工業組合の皆様におかれましては、輝か
しい新春を健やかにお迎えになったこと心からお慶び
申し上げたいと思います。皆様方におかれましては、
各種の研修会の開催、あるいは広報活動、更には昨年
３年ぶりに開催された「印刷産業夢メッセ」など、様々
な活動を通じての中小企業、中小印刷企業の育成、そ
して業界の発展、こういったことに貢献されるととも
に、地域の経済の振興、あるいは雇用の推進などにも
多大な貢献をしていただいております。そのことに対
し深く敬意を表したいと思います。
　またコロナ禍におきまして加速いたしましたデジタ
ル化によってペーパーレス化が進む一方で、デジタル
コンテンツの制作等々で新たなニーズが生まれており

ご協力いただきながら、しっかりと円滑に会議が進むよ
うに準備をしてまいりたいと思っております。そこに当
たっては印刷工業組合の皆様方のお力も多々お借りしな
ければならないと思っておりますので、なにとぞよろし
くお願いいたします。いずれにしましてもこのサミット、
関連でいらっしゃる多くの皆様が広島に来て良かったと、
またお迎えする県民の皆様が広島でやっていただいて良
かったと感じていただけるようなそういうサミットにし
たいと思っております。
　さて、これもお話ございましたけれども、10 月の
13 日から２日間、「2023 全日本印刷文化典広島大会」
が開催されるということを伺っております。全日本印
刷文化典は地域社会における経済活動の推進と地域産
業の発展に資するということを目的に、基本的には２
年に一度開催されるものとお伺いをしております。全
国の中小印刷事業者の皆様が一堂に会してこの「真っ
赤に燃やせ！印刷魂 水の流れが大地を創る。人の心が
未来を開く」というテーマだそうでありますが、こう
いったテーマの基に語り合って交流を深められるとい
うことは誠に意義深いことだと思いますし、この大会
を契機として印刷業界の更なる発展にご尽力を賜るこ
とをご期待申しあげたいと思います。
　最後になりましたが、新年の門出に当たりまして、
広島県印刷工業組合のますますのご発展とご参集の皆
様のご健勝とご活躍を心から祈念申し上げまして新年
のご挨拶とかえさせていただきます。本日は誠におめ
でとうございます。

ます。商品、サービスが多様化していく中で、貴組合
におかれては印刷産業の魅力の向上と新たな価値の創
造にたゆまぬ努力を続けておられますこと、この点に
関しても改めて敬意を表したいと思います。
　そんな状況でありますけれども、我が市に関しまし
ては、広島・山口・島根、３県をまたがる 28 の市町で
200 万以上を目指す広島広域都市圏を構成いたしまし
て、県域全体の活性化を図るための様々な取り組みを
皆が協調して行ってきているそんな状況がございます。
そういった中で、それぞれ地域の特産品、これをいわ
ゆる販売拡大をしていく、消費拡大をしていくという
取り組みによってそれぞれの活性化を図ろうとしてい
るところでありますが、この取り組みを進めていく上
で、より多くの方々に地域が誇る魅力ある特産品が届
くようにしていくためには、様々な形での情報の発信
とともにその発信した情報を多くの方々に共感を得て
いただける、そんな情報発信が何よりも重要になるの
ではないかと考えております。こうした販路拡大、消
費拡大の取り組みを成功させていくためには、思いを
形にして伝える情報コミュニケーション産業でありま

　　広島県知事
　　　　湯﨑　英彦 様

　　広島市長
   　　　松井　一實 様

全日本印刷文化典広島大会を
　　　　　契機に更なる発展を !!

想いを形にして伝える
情報コミュニケーション産業に!!
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す印刷産業の皆様方のお力、これが欠かせないと捉え
ております。地域の企業、この魅力ある商品作り、そ
してそれを PR する、それをいっそう進めていくために
も引き続きの皆様のご協力を賜ればと思っています。
　また先程来ありますけれども、今年の 5 月、広島の
地で G7 サミットが開催されます。当然この広島の地
で開催されるということで、様々な意味合いを込めて
世界中から注目を集める機会となりますので、この機
を逃さず国際平和文化都市広島、記念都市広島、そう
いった立場で当然、核兵器の廃絶、世界の恒久平和を
願う広島の心を世界中に働きかける絶好のチャンスに
したいと思っています。同時にそれだけでは足りませ
ん。広島の魅力あるいは素晴らしさといったものを国
内外に発信していく、そしてそれが回り回って広島の

経済の活性化につながるようにするといった絶好の機
会になるという捉え方もしております。まさにこういっ
た機会を利用して、かつ皆様方のお力も貸していただ
きながらこの広島の良さを世界に発信するそういった
場にして行きたいと捉えております。本市といたしま
しては、国・県などの関係機関としっかり連携してサ
ミットの成功に向けまして全力を挙げて取り組む所存
でございます。ぜひとも貴組合の皆様方におかれまし
ても、この取り組みにご支援ご協力を賜りますようこ
の場をお借りしてお願いしたいと思います。
　終わりに広島県印刷工業組合の今後ますますのご発
展、そして本日ご出席の皆々様のご健勝、ご多幸を祈
念いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます。
本日は誠におめでとうございます。

広島県議会議員
( 広島県印刷工業組合顧問 )
　　　山　木 　 茂 様
 

ずーっと残したいものや、
　　手元に置いときたい物がある

　皆さん、明けましておめでとうございます。
　本日の新年互礼会が、かくも盛大に開催されますこ
とを、心よりお喜び申し上げます。
　先日ですね、私事ですけども映画の「スラムダンク」
を見に行きました。見終わって非常に感動して、１巻
からスラムダンクを読み返したくなり、ついつい全巻
セットを買うと言う衝動買いをしてしまいましたが、
その時に迷ったのが、電子書籍にするかそれとも本を
買うか非常に迷いました。電子書籍だと割引クーポン
みたいなのがあって、安く買えるなと思いましたが、
やはり手に残るものが欲しく、「スラムダンク」を本で
全巻を買いました。やっぱり手元に残したいと言う思
いが強くありました。思い出が大きければ大きいほど、
やはり手元に形あるものとして残したいとそれが人情
なのではないかなと改めて思ったところです。

　そういったものを作り出せるのがここにお集まりの
皆さんであろうかと思います。やはり卒業アルバムま
たは何かの記念冊子、それらはこれから先もおそらく
作られ続けるものだと思っております。そういったも
のがよりクオリティーの高いものになればその分非常
に皆が喜ぶことになるわけでありまして、一方で県議
会、私 4 年目でありますが、タブレットが本格導入さ
れて 3 年が立ちました。1 年目は山のような書類に囲
まれて年末を迎えましたが、今は非常に減っておりま
す。おそらく半分ぐらいになったのではないかと思い
ますが、やはり余分な上の消費は抑えて、その分より
人が喜ぶ意味のあるものをどんどん作っていくそう
いった流れになっていけば、みんなが喜ぶ未来がやっ
てくるのではないかと思います。
　それでは、石が降ろうが矢が降ろうが、今年 1 年み
んなで力を合わ
せて素晴らしい
1年にして参りま
しょう、乾杯。
　ありがとうご
ざいました。

広島営業所　〒732-0827
広島市南区稲荷町5-18三共稲荷町ビル8F
TEL.082-568-4400
https://www.tokyoink.co.jp

■ オフセットインキ
■ グラビアインキ
■ インクジェットインク
■ 印刷関連資材
■ プラスチック用着色剤
■ プラスチック用機能材
■ 土木・環境資材
■ 包装・産業資材

おかげさまで100周年
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　第 48 回備後印刷産業新年互礼会を１月 11 日 ( 水 )
午後６時から福山ニューキャッスルホテルにおいて開
催。広島県工組から中本理事長、宇都宮副理事長、西
村事務局長のご出席を賜り、期待のかかる年明けの中
64 名が出席、盛大な会となりました。
　森実行委員長が「３年ぶりの開催ですが、やっぱり
皆さん集まって顔を拝見して開催するのはいいもので
すね。今日は楽しんでください」と開会の挨拶をされ、
主催者代表の小田福山支部長が「実行委員会を立ち上
げるとき、何をどうするのか３年間のブランクは大き
く多少戸惑いました。皆さんのご協力によりこの様に
盛大に開催することができました。世の中暗いニュー
スばかりですが、うさぎ年ですので跳ねるように勢い
をつけて頑張りましょう」と挨拶された。続いて県工
組中本理事長様からの来賓のご祝辞を頂き、市川府中
支部長の乾杯の発声を合図に祝宴の幕を開けました。
　和やかな雰囲気の中、あちらこちらで名刺交換や歓
談があり、盛り上がったところで、「2023 全日本印刷
文化典広島大会」の宇都宮大会実行委員長が「50 年ぶ

　2023 年１月 18 日 ( 水 )、福山支部価値組委員会の
１月（第 228 回）例会を開催しました。 今回は夢工房
楽和、代表の浅田さんにご登壇いただいてお話しいた
だきました。 題して「楽和と素敵な仲間たち」。現在取
り組んでおられる新しいチャレンジの土台には、 今まで
培ってきた素敵な仲間たちがいてくれたから。価値組
の立上げメンバーの浅田さんならではの振り返りから
お話が始まりました。価値組メンバーとして、委員長
として取り組んでこられた事例。いろんな事を中心メ
ンバーとして携わってくださった浅田さんの振り返り
は、懐かしいだけではなく、今一度、これからの指針
になるものがあると感じました。そのベクトルの軸の
先にこれからのチャレンジがある。これだけの仲間が
いてくれるから「今」があり、これがボクの宝物だと思っ

りの広島大会です。広島大会は夢メッセと一緒にやり
ます。広島に来てよかったと言ってもらえるようにし
たいものです。皆さまのご協力をよろしくお願いいた
します」とＰＲ。そして、恒例の新年を占うビンゴゲー
ムを天野・杉原氏の名コンビで開始、旅行券・スマー
トウォッチ・商品券・選べるギフト・御朱印帳・アマ
ノ製品・カープグッズなど賞品は全員に当たる大盤振
る舞い。楽しくおかしく大笑いのゲームでした。
　宴の終わりは近江価値組委員会委員長の一本締めで
互礼会を閉会することが出来ました。
　最後に、厳しい情勢の中、今回もご協賛いただきま
した各社様にはこ
の場を借りまして
心よりお礼申し上
げます。ありがと
うございました。 
（実行委員長 森）

ていて感謝しているとおっしゃってくださいました。
お話にそれが一貫して感じられて、人として素晴らし
く思い、見習わなければと姿勢を正しました。今取り
組んでおられる「ＩＣスマートタッチ」のカードシス
テムは、お客さんの悩みをキャッチして、そこからコ
ンテンツを創っていける、浅田さんならではの取り組
みで、微力ながら応援していきたいと思っています。

2023 年 第 48 回
備後印刷産業 新年互礼会

【福山支部だより】

SDGs に賛同、支援しています
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　2023 全日本印刷文化典広島大会の５つある委員会が
打ち合わせ会を印刷会館で開催した。
・12 月 21 日　 広報・記録委員会　　 ９名
・ 　　〃　　　　総務委員会 　　　　10 名
・12 月 26 日 　式典委員会 　　　　　９名
・　1 月 19 日 　懇親会委員会 　　　10 名
・　1 月 24 日 　夢メッセ委員会 　　　８名
　各委員会は、会場の把握、全体でやること、また、そ
れぞれ自分たちの所掌範囲などの確認等を話し合った
り、以前行った地区の大会ビデオを見たりした。

《議題》
１．全日本印刷文化典の開催について
２．実行委員会組織の事務分掌
３．大会スケジュールと部屋割
４．実行委員会編成表

【2023全日本印刷文化典広島大会】

各委員会打ち合わせ開催

事務局だより

◎ 組合のうごき
県工組新年互礼会5日

１
　
月

備後印刷産業新年互礼会

リーガロイヤル
ホテル広島
福山ニュー

キャッスルホテル
広島コンピュータ
専門学校

印刷会館ＤＴＰ技能検定　審査

常任役員会

15日

11日

16日

広島大会、懇親会打合わせ

web会議

広島大会、夢メッセ打合わせ

19日

経営革新マーケティング委員会

広島大会、全印工連と打合わせ

26日

30日

24日 印刷会館

印刷会館

印刷会館

東　京

ＤＴＰ技能検定　実技試験

２
　
月

Page2023　1日～3日まで
全青協正副議長会

広島県職業
能力開発協会DTP技能検定　学科試験

産業戦略デザイン室

4日

3日

5日

環境労務委員会

東　京

CSR推進委員会

7日

中国地区印刷協議会(下期)24日

10日 東　京

東　京

岡　山

東　京

東　京

全青協第 36回全国協議会

令和5年新年互礼会のお礼

訃　報訃　報

　コロナ禍にもかかわらず、大勢ご参加いただき誠
にありがとうございました。 早く新型コロナウイル
ス拡大が治まることを願っております。 

広島県印刷工業組合 事務局

　金正印刷㈱ 取締役会長 薬師寺 正憲様 ( 享年 80 歳 )
が令和 5 年 1 月 8 日 かねてより病気療養中でしたが 
介護むなしく永眠されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

　中外印刷㈱ 代表取締役社長 八木 繁明様 ( 享年 88
歳 ) が令和 5 年 1 月 7 日 かねてより病気療養中でした
が 介護むなしく永眠されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。


